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佐賀県の取組

田んぼダム の推進

ため池 の貯留機能向上

クリーク の事前放流

ダム の貯留機能強化

排水ポンプ車 の導入

排水機場の機能向上

河川 整備、浚渫・伐採

内水監視カメラ等 活用

避難タイムライン等

貯貯
める

流流
す

守守
る 農業機械避難等

住まい方 の誘導

内水を

人命等を

内水を

公共施設 の貯留機能強化

◍内水監視カメラ・
センサ等の設置

◍◍農機具保険への加入推進のための広報活動

◍◍法面崩壊が進行したクリークの護岸整備 ・白石

◍◍◍河川整備◍排水機場新設

◍◍流域治水に関する調査に係る市町補助

◍◍◍排水機場の耐水化・遠隔化◍排水機場のポンプ増設

・県管理道路への設置
・ため池・クリークへの設置
・浸水センサ、浸水計の設置
・ケーブルテレビでの設置推進

◍◍焼米ため池の事前放流施設の整備

R3〜R7

R4〜

R4〜R10R4〜R10

R4〜R6

◍◍ダムの貯留機能強化・活用 ・県営ダム R2〜R2〜

・山犬原川、武雄川ほか
・広田川排水機場

・下潟排水機場 R4〜R6

・その他排水機場 R4〜

◍◍排水ポンプ車の整備

◍◍田んぼダムの推進 R4〜◍◍クリークの水門操作の省力化・安全化 R5〜

◍◍ため池・クリークの治水活用検討調査

◍◍河道内の堆積土砂の撤去

R4〜R6R4〜R6
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内水監視カメラ・浸水センサー等の設置対策例１

防災ネットあんあんアプリ

「佐賀県防災・緊急マップ」で

県内110箇所に設置する道路・
河川・クリーク・ため池の
監視カメラの映像と

リアルタイムの
県内の浸水状況が
確認可能！

県内301箇所の浸水センサーにより

県道別府牛津停車場線（多久市）

～ カメラ映像の一例 ～

べふうしづていしゃじょうせん

令和７年１月から、１１言語に対応するようになりました。

（Ｒ４～）

2
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河川の浚渫箇所数を更に増やします対策例２ :３４１箇所 今年度:１０４箇所

河川の土砂を除去し流すことができる水量を最大限確保！

昨年度まで２６万㎥の堆積土砂を除去
今年度は１９万㎥を実施

計４５万㎥ 小学校の25ｍプール(300㎥)
1,500杯分に相当

過去
３年で

３高橋川（武雄市）

晴気川（小城市）

田手川（神埼市）牟田川（唐津市）

府招川（伊万里市）
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田んぼダムの取組面積を拡大対策例３

令和7年度：約２,９００ ㌶

クリーク事前放流により確保される（R4実績）１,３３０万㎥を合わせれば

令和４年６月１１日
調整板の設置（武雄市東川登町）

令和6年度：約２,６００ ㌶

大雨時に水路への水の流出を
抑制し田んぼがダムの役割!

調 整 板調整板を設置し田んぼダム実施

未実施

貯留量に換算すれば２９０万㎥

通常水位 事前放流後 北山ダム(２,２００万㎥)の約７４％に相当!!
ほくざん

に拡大

４

（実績）
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６

対策例４ 武雄・大町地区の浸水被害軽減

国土地理院地図を加工して作成

焼米ため池
令和6年度
遠隔操作設備工事

事前放流施設を整備
事前放流で
20万㎥を確保

事前放流施設

排水ポンプを増設

下潟排水機場

(令和6年8月運用開始)

しもがた

排水能力
10.5㎥/ｓに

増設により
除塵設備の嵩上げや
止水壁の設置を併せて実施

小学校の25ｍプール(300㎥)
を30秒で空に

流入水路流入水路
ポンプポンプ

吐出し配管吐出し配管

発電機発電機

ゲートゲート

管理棟管理棟

令和7年3月26日
運転開始式

広田川排水機場を新設
（県内53機場目）

排水能力
5.0㎥/ｓ

小学校の25ｍプール(300㎥)
を1分で空に

令和7年5月2日
治水利用に関する協定締結
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武雄市朝日町

武雄市
川登地域

牛津川

令和７年度 田んぼダム取組実績
…主な田んぼダム取組エリア

…主な浸水エリア

※（）はR6取組面積

R７県全体取組面積
(2,603ha)2,914ha

神埼市 ：(795ha) 875ha
吉野ヶ里町：(162ha) 168ha
みやき町 ：(268ha) 275ha
上峰町 ： (38ha) 33ha

神埼市ほか3町
の上流域

鳥栖市
（49ha）
55ha

佐賀市
（389ha）
492ha

小城市
（630ha）
708ha多久市

(17ha)
17ha

江北町
(11ha)
19ha

武雄市
(166ha)
206ha

嬉野市
(78ha)
66ha

令和６年度分
障害者福祉施設へのせき板発注実績
佐賀西部コロニー 6,000枚

令和７年度分
障害者福祉施設へのせき板発注実績
佐賀西部コロニー 3,500枚

令和５年度分
障害者福祉施設へのせき板発注実績
佐賀西部コロニー 5,000枚
障害者支援センターSAKURA 2,000枚

５
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排水機場の耐水化（浸水対策）を行っています対策例５

R1年、R3年の出水により一部排水機場が浸水し、機能が停止
・R６年度までに1５機場完了
・R７年度は12機場工事実施

R1 被災水位

R3 被災水位

浸水状況
納所排水機場（多久市）

耐水化工事完了

医王寺排水機場（武雄市）

防水板
設置

医王寺排水機場（武雄市）

操作盤
嵩上げ 発電機

嵩上げ

西今宿排水機場（佐賀市）

耐水化が必要な排水機場･･･42機場

耐水化対策
・止水壁設置
・防水板設置
・機器嵩上げ 等

止水壁
設置

納所排水機場（多久市）

クリークゲートの電動化・安全化にも
取り組んでいます！ ７
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水門の遠隔操作を開始しました対策例６

８
新
川

佐賀江川
蒲田津
排水機場

新川
排水機場

古江湖川
排水機場

船津観測所

新川橋観測所

江上観測所

Ｇ
Ｐ

Ｇ Ｐ

Ｇ Ｐ

Ｇ

八田江
排水機場

市街地に
降った雨

県庁 Ｇ Ｇ

Ｐ

枝吉水門

佐賀土木事務所テレメーター室

遠隔操作による確実な排水操作の確保

県民の安全・安心を確保

現状では、
大水害の際、現地到着が困難な場合や操作員
が現地から退避する必要がある緊急時には操作
できず、浸水被害が大きくなる可能性がある。

このため、
現地操作と遠隔操作の２つの手段を確保することで

カメラ・
スピーカー

カメラ・
スピーカー

えだよし はったえ

枝吉水門（八田江）

お の しま しんかわ

尾の島水門（新川）佐賀土木
尾の島水門

令和６年４月から運用開始
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排水ポンプ車｢ファイブスターズ｣が駆け付けます！

毎分３０㎥の
排水能力

← 宝満川

内水氾濫による浸水被害の軽減

決壊のおそれがあるため池での緊急排水

などにおいて大きな効果が期待できます

小学校２５ｍプールを
１０分間で空に

市町からの要請を受けて土木事務所から出動

９

ポンプにより
内水を排除

轟木川
↓

ひので
あけぼの

はやぶさ
みょうじょうきぼう

きぼう あけぼの

令和５年７月佐賀豪雨で出動

令和５年度～出動実績 ※令和６年度は実績なし

出動先出動ポンプ車出動日

[鳥栖市] 轟木排水機場あけぼの[東部]
きぼう [杵藤]

R5.7.3

[佐賀市] 朝日町ひので [佐賀]R5.7.10

[唐津市] 中原はやぶさ[唐津]

[鳥栖市] 轟木排水機場あけぼの[東部]

[武雄市]橘町きぼう [杵藤]R7.6.10

対策例○対策例７



流域治水の取組

資料３



県の対策内容

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

1



【佐賀県】
○玉島川、町田川 の改修を継続実施
○玉島川 ほか13河川の河道掘削を実施

工 程
実施主体対策内容区 分

中長期中 期短 期

佐賀県河道掘削、堤防整備、河道拡幅、護岸整備、橋梁・
堰改築、樋管改築、排水機場・水門点検更新 等

氾濫をできるだ
け防ぐ対策

玉島川（河道掘削）玉島川（護岸）

唐津・玄海圏域 二級水系流域プロジェクト【佐賀県の取組】
～玄界灘にそそぐ多様な特徴を有する河川の流域における流域治水対策の推進～

■河道掘削、堤防整備、河道拡幅、護岸整備、橋梁・堰改築、樋管改築、排水機場・水門点検更新 等
【佐賀県の事例】

3



【佐賀県】
○横田川、谷口川など河川に堆積した流れを阻害する土砂の撤去を実施

工 程
実施主体対策内容区 分

中長期中 期短 期

佐賀県河道掘削、堤防整備、河道拡幅、護岸整備、橋梁・
堰改築、樋管改築、排水機場・水門点検更新 等

氾濫をできるだ
け防ぐ対策

唐津・玄海圏域 二級水系流域プロジェクト【佐賀県の取組】
～玄界灘にそそぐ多様な特徴を有する河川の流域における流域治水対策の推進～

■河道掘削、堤防整備、河道拡幅、護岸整備、橋梁・堰改築、樋管改築、排水機場・水門点検更新 等
【佐賀県の事例】

4

谷口川（河道掘削）横田川（河道掘削）



佐賀・白石平野で、田ん
ぼから1ｍ水位を下げると、
貯水ポケット約1,600万ｍ3

が確保される

◆治水対策での役割

洪水の
一時貯水機能

◆本来の役割

農業用水の
貯水・排水機能

10
佐賀市、神埼市及び白石町等の取組を、佐賀平野全域に展開します 農山村課

北山ダム(2,200万ｍ3)の
７割相当となり、大規模
なダムに匹敵する！

貯水ポケット

事前放流後 大雨後

佐賀・白石平野の農業用のクリーク延長は約1,600km

農業用水の
貯水・排水

洪水の一時貯水 1m

佐賀・白石平野の“クリーク”を浸水対策に活用します

○佐賀市、神埼市及び白石町等では、大雨前に事前放流する取組が実施されています。

クリークの機能



唐津・玄海圏域 二級水系流域プロジェクト【森林関係の取組】
～玄界灘にそそぐ多様な特徴を有する河川の流域における流域治水対策の推進～

■森林整備、治山対策（氾濫河川上流域における森林整備、治山対策の実施）
森林は水源涵養機能や山地災害防止機能等の公益的機能を有しており、この機能の適切な発揮に向け、森林整備、治山対策を推進。
間伐等の森林整備の実施により雨水を地中に素早く浸透させ、ゆっくり流出させるという森林の洪水緩和機能を保全するとともに、治山事業の実施

により流木・土砂の流出抑制効果を発揮させ、流域上流における防災・減災対策を図る。

森林整備による浸透能の向上効果

治山事業の実施による流木・土砂の流出抑制効果

荒廃森林 間伐直後の森林 間伐5年後の森林

治山ダムが土砂流出
を軽減した事例

流木捕捉式治山ダムが
流木を捕捉した事例

N

工程
実施主体実施内容対策内容区分

中長期中期短期

唐津市、玄海町、まつら森林組合、
佐賀森林管理署、佐賀県、森林整
備センター佐賀水源林整備事務所

森林整備・治山対策
・治山事業の実施
・森林整備事業の実施
・水源林造成事業の実施

流域の雨水貯留機能の拡
大及び土砂等の流出抑制

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

11



■既存ダムの事前放流等で洪水調節機能の強化
ダムの利水容量（上水道、工業用水、かんがい用水など）の一部を事前に放流することで、洪水調節容

量を確保。
■２段構えの運用

①予め通常より水位を低下させておく『貯水位低下運用』を実施
②大規模な洪水をもたらすような大雨が予想される場合に、早ければ3日前から『事前放流』を実施

県土整備部 河川砂防課 城原川ダム等対策室、農林水産部 農地整備課

既存ダムの事前放流等により浸水被害軽減に取り組みます！

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量
▽常時満水位

▽サーチャージ（洪水時最高）水位

▽堆砂位

県管理ダムの運用

事前放流

出水期間は
貯水位低下

・渇水リスクに配慮しながらの効果
・線状降水帯にも効果あり

堆砂容量

利水容量

▽常時満水位

▽堆砂位

農業用ダムの運用

出水期後半
貯水位低下

洪水吐
ゲート

・営農への支障に配慮
しながらの効果

二級水系流域プロジェクト【既存ダムの事前放流の取組】※福所江以外

14



県の対策内容

被害対象を減少させるための対策

15



■一定規模以上の開発行為への貯留義務付け【佐賀県の事例】

【佐賀県】
〇平成13年5月から、都市計画法の改正により、都市計画区域以外の一定の開発行為（面積１ha以上）についても開発許可
が必要。
〇開発面積が１ha以上の開発行為については、原則として一時、雨水を貯留する調整池を設置することを義務付け。
〇「開発許可の手引き」を策定し、開発行為者に指導。

工 程
実施主体対策内容区 分

中長期中 期短 期

佐賀県、佐賀市一定規模以上の開発行為には貯留等を義務付け被害対象を減少さ
せるための対策

貯留施設設置状況 調整池

二級水系流域プロジェクト【佐賀県の取組】※各圏域共通

16



県の対策内容

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

17



①水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を推進するための取組
【住民等への防災情報の周知】

■水害リスク情報空白域の解消に向けた中小河川洪水浸水想定区域図の作成【佐賀県】

418

令和３年７月の水防法改正
住家等の防護対象がある（山付き護岸でない等）県内ほぼすべての河川

→ 浸水想定区域図 及び ハザードマップの作成 が必要

（作成の目途 ： 浸水想定区域図…令和７年９月３０日公表済 ハザードマップ…令和８年度まで）

■今後の対応
ハザードマップの作成に向けて市町との調整を図る

令和５年１月現在の県内浸水想定エリア（想定最大規模）
*表示情報｜国管理河川・県管理河川・高潮・津波

画像引用： すい坊くんHP 地図情報GIS （地理院白地図ベース）
http://kasen.pref.saga.lg.jp/gispub/info/top

二級水系流域プロジェクト【佐賀県の取組】※各圏域共通

http://kasen.pref.saga.lg.jp/gispub/info/top


①水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を推進するための取組
【防災意識の啓発】

■あらゆる媒体を活用した地域住民の水防災意識啓発のための広報の充実【佐賀県】

519

○ ８月29日～９月５日の間、防災週間にあわせて佐賀県で発生した著名な洪水のパネル展示を実施。

5

○ 防災週間で令和5年7月豪雨による被災状況なども含めたパネル展を実施したことで、広く県民に防災意識の
啓発が図られた。

■成果

■今後の予定
○ 継続実施。
○ 防災週間以外では、各種団体が開催する防災展などへパネルを貸し出し、防災に関する啓発に寄与して

いきたい。
19

二級水系流域プロジェクト【佐賀県の取組】※各圏域共通



■水害の記憶の伝承【佐賀県危機管理防災課】
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◆『伝えよう 佐賀の災害歴史遺産』
○県内には、過去の災害対策等を現代に伝える「災害歴史遺産」が建造物や石碑、行事等
様々な形で残っているが、その存在が知れ渡っているとは言えない状況にある。

○県では、災害歴史遺産の由来等を紐解き、そこから得られた教訓を伝えていくことにより、
地域の防災力向上に資するとともに、今後も災害歴史遺産を守っていくという意識の高揚
を図るため、『伝えよう佐賀の災害歴史遺産』を作成し、県内の小学5年生を対象に、小学
校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校へ配布を行っている。

○今年度（令和７年度）も同様に、約 9,000部を配布済


